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町
の
申
告
受
け
付
け
は
２
月
８
日
〜
３
月
15
日

お
済
み
で
す
か
？
申
告
準
備

　

今
年
も
町･
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
、
２
月
８

日
か
ら
町･

県
民
税
の
申
告
納
税
相
談
を
行
い
、
平
成
30
年
中
（
昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）
の
収

入
な
ど
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
告
納
税
相
談
は
、
平
成
31
年
度
の
町･

県
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
申
告
納
税
相
談
の
日
程
と
会
場
は
13
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
町

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
申
告
が
必
要

で
す
。

①
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得

が
あ
っ
た
人

②
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
所

得
が
あ
っ
た
人

③
株
式
の
配
当
や
生
命
保
険
の
満

期
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
人

④
年
金
収
入
と
そ
れ
以
外
の
複
数

の
収
入
が
あ
っ
た
人

⑤
給
与
所
得
者
の
う
ち
、

（1）
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る
人

（2）
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

た
人

（3）
中
途
退
社
や
パ
ー
ト
な
ど
で
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

（4）
年
末
調
整
は
終
わ
っ
て
い
る

が
、
控
除
漏
れ
や
医
療
費
控
除

等
の
控
除
を
受
け
る
人

（5）
住
宅
な
ど
の
取
得
に
よ
り
、
住

宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別
控

除
を
受
け
る
人

（6）
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

⑥
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
社
会

保
険
料
控
除
や
生
命
保
険
料
控

除
を
受
け
る
人

※
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
人
や

所
得
税
の
青
色
申
告
を
行
う
人
、

ま
た
電
子
申
告
「
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
」

で
手
続
き
す
る
人
は
町
で
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

記
帳
・
帳
簿
保
存

　

農
業
を
含
む
個
人
事
業
や
不
動

産
事
業
、
山
林
事
業
な
ど
を
営
む

人
は
、
記
帳
・
帳
簿
書
類
の
保
存

が
必
要
で
す
。
収
入
金
額
や
経
費

を
記
載
し
た
帳
簿
、
受
け
取
っ
た

請
求
書
や
領
収
書
な
ど
を
５
年
か

ら
７
年
の
一
定
期
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
所
得
は
収
支
計
算
で

　

農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
算
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
際
、
昨

年
１
年
間
の
収
入
と
経
費
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
支
払
っ

た
内
容
や
月
日
が
分
か
る
領
収

書
、
通
帳
な
ど
の
書
類
を
整
理

し
、
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
農
業
所
得
関
係
計
算

書
」
を
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
作
成
し
、
申
告
相
談

の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
計
算
書
等
が
手
元
に
な
い
と

申
告
相
談
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
作
成
し
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

確
定
申
告
と

町
民
税
の
申
告

　
「
所
得
税
」
に
お
い
て
、
主
な

給
与
以
外
の
収
入
が
20
万
円
以
内

で
あ
る
場
合
や
、
年
金
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
で
確
定
申
告
の

必
要
が
な
い
場
合
で
も
、「
町
民

税
」
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

特
に
年
金
は
、
す
べ
て
の
控
除

が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
源
泉

徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除

以
外
の
控
除
（
扶
養･

社
会
保
険

料
な
ど
）
を
申
告
す
る
こ
と
で
、

来
年
度
の
町･

県
民
税
の
負
担
が

軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

う
一
度
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
収
入
が
な
い
場
合
も
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
な
い

と
「
収
入
が
な
い
」
こ
と
を
把
握

で
き
ず
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と

本
人
確
認

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
な

ど
の
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
提
出
の
際
に
は
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
）
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、「
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
で
申

告
書
等
を
提
出
す
る
場
合
は
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
は
不
要
で
す
。

☞申告納税相談日程（会場：奥川みらい交流館）
月 日 曜日 午前受付［９時30分～11時］ 午後受付［１時～３時］

２

８ 金 小綱木 ･弥生 ･大舟沢 松峯 ･真ヶ沢 ･宮野
12 火 小屋 ･極入 新町 ･小山 ･弥平四郎
13 水 杉山 ･山浦 ･出戸 道目 ･中町 ･梨平
14 木 塩 ･中ノ沢 向原 ･下松
15 金 予備日［奥川地区］

☞申告納税相談日程（会場：町役場３階大会議室）
月 日 曜日 午前受付［８時30分～11時］ 午後受付［１時～４時］

２

18 月 呼賀 ･井谷 ･八重窪 小清水 ･滑沢 ･滝坂
19 火 平明 ･原 漆窪 ･新村 ･樟山
20 水 荒木 ･高目 ･徳沢 上野尻５･下野尻１･楢木平
21 木 上野尻１･柴崎 ･橋立 上野尻２･下野尻３
22 金 端村 ･白坂 ･屋敷 上野尻３･上野尻６･熊沢
23 土 予備日［地区指定なし］
25 月 上野尻４･下野尻２ 宝川
26 火 森野 松尾
27 水 尾登 ･程窪 ･泥浮山 牛尾 ･山口 ･軽沢
28 木 小杉山 ･黒沢 萱本

３

１ 金 縄沢 ･長桜 西林 ･青坂 ･出ヶ原
４ 月 下小屋 ･西原 ･西林東 上小島
５ 火 ３町内 ･さゆりが丘 下小島
６ 水 大久保 ･塩喰 芝草
７ 木 ７町内 ･西平 安座
８ 金 ５町内 ･橋屋 １町内
10 日 予備日［地区指定なし］
11 月 堀越 ４町内 ･四岐
12 火 芹沼・牧・中野 ６町内・10 町内
13 水 ２町内 ９町内１･戸中
14 木 ９町内２ ８町内
15 金 予備日［地区指定なし］

※  各日混雑によりお待たせする場合が予想されますので、なるべく指

定日時での申告にご協力をお願いします。

※  指定日時以外または予備日に申告される場合は、事前に町民税務課

（☎ 45―2212）にご連絡ください。

※  午前・午後ともに指定時間内に受け付けを済ませてください。

☞申告に必要なもの

　必要な書類がない場合、原則とし

て申告相談に応じることができませ

ん。忘れずに持参してください。

☑チェックしてみましょう！
■■ 印鑑

■■    給与所得の人は、勤務先から交

付された源泉徴収票

■■    事業所得、不動産所得、配当所得、

一時所得などの収入金額および

経費が分かる書類（帳簿など）

■■    農業所得のある人は、水利組合

費、土地改良費、農機具代など

の領収書

■■    諸控除の証明書や領収書（生命

保険・個人年金控除証明書、地

震保険・火災保険の控除証明書、

国民年金の領収書、医療費の領

収書など）

■■    税務署から届いた申告のハガキ

（届いた場合のみ）

■■    通帳および届出印鑑（還付を受

ける場合に必要）

■■    マイナンバーカードまたはマイ

ナンバー通知カードと本人確認

書類（運転免許証など）

☞喜多方税務署からのお知らせ（申告書の作成について） 申告に関する
問い合わせは
こちらまで！

町民税務課
税　務　係
☎ 45―2212

　申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等

作成コーナー」を活用して自宅などで作成し、郵送

または「ｅ―ＴＡＸ」等で提出することができます。

　また、この際、マイナンバーカードおよびＩＣカー

ドリーダライタをお持ちでない場合は、税務職員と

野沢、尾野本、群岡、新郷地区
の皆さんは、申告会場が町公民
館から町役場に変更となってい
ます。お間違いのないよう
ご注意ください。

対面での本人確認を行うことにより、「ｅ―ＴＡＸ」

の IDとパスワードを発行することができます。

　詳しくは、喜多方税務署まで問い合わせください。

＜問い合わせ先＞　
　喜多方税務署   ☎0241―24―5050（音声案内２番）

ものもの

なってい
よう
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長年にわたり教育行政に貢献

高齢者叙勲  齋藤豊一さんに瑞宝双光章

任期満了に伴う教育委員会教育長の任命

教育長に江添信城さんを再任

　齋藤豊一さんの高齢者叙勲（瑞宝双光章）が発令され、12 月 28

日に町役場で伝達式を行いました。式では、江添信城教育長が「町と

しても名誉なこと。心からお祝いします」と齋藤さんに叙勲を伝達し、

齋藤さんは「家族や地域の皆さんからいただいたご支援・ご協力が今

日の栄誉に結びついた。感謝の気持ちでいっぱいです」と喜びを語り

ました。齋藤さんは昭和 26 年に教職に就いて以来、40 年の長きに

わたり教育行政の発展向上に努められました。

　町では、教育委員会教育長の任期満了に伴い、江添信城さんを再任

しました。12 月 26 日に行った辞令交付式では、薄友喜町長が江添

教育長に辞令書を手渡し、「人づくりには教育が大事。町の未来のた

めに力を貸してください」と訓示を述べました。江添教育長は、「初

心を忘れることなく、町の宝である子どもたちのために、教育改革に

努めていきます」と抱負を語りました。江添教育長の任期は平成 30

年 12 月 26 日から３年間です。

西
会
津
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

今
年
の
雪
国
ま
つ
り
は
２
月
９
日
、10
日
で
す町長コラム その４

　先日、西会津町出身で現在県庁に勤務している方や、

そのＯＢの方、また、西会津町と関わりのある皆さん

により「町長を囲む会」を開催していただいた。

　今から 10 年ほど前までは「県庁西会津会」として

毎年開催され、町出身者の皆さんとの交流や情報交換

が図られていたが、現在は行われていない。

　私は、これからのまちづくりには県との関係が重要

であるとの考えから、上野尻出身で農林水産部に勤務

している石本さんにお願いし、取りまとめや会場の手

配などをしていただいた。町からは、私と副町長、職

員の５名が出席した。

　今回が初めての会なので、出身集落や現在の勤務部

署などの自己紹介から始まったが、店員から終わりの

時間を告げられるまで大いに盛り上がり、大変有意義

な会となった。

　親御さんの名前を聞いて驚いたのだが、今回参加し

た皆さんは私の知っている方の息子さんたちで、親近

感が湧いた。

　今、人口減少対策が町の最大の課題である中、皆さ

んの「ふるさと西会津」を思う心に触れて、新たな西

会津町総合計画に基づくまちづくりの大きな力になっ

てくれるものと確信してきた。

　これを契機に、さらに会を重ね、今回出席できなかっ

た皆さんも含めて交流と連携を深めていくこととし、

次回の開催を楽しみに、三本締めで終了した。

西会津町長

　

第
29
回
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
が

２
月
９
日
、
10
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

初
日
は
、
福
島
ゆ
か
り
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
出
演
す
る
雪
上
野
外

ラ
イ
ブ
「
ホ
ワ
イ
ト
ス
テ
ー
ジ
」

や
、
西
会
津
中
の
生
徒
が
発
案
し

た
「
雪
国
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
を
行

う
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作

ら
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
、

歳
の
神
、
雪
上
花
火
が
真
冬
の
夜

を
彩
り
、
幻
想
的
な
ひ
と
と
き
を

演
出
し
ま
す
。

　

２
日
目
は
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
」
か
ら
始
ま
り
、
ご
当

地
ヒ
ー
ロ
ー
「
丞
神
デ
ナ
ー
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
!!
」「
レ
ッ
ツ
ジ
ョ
セ
サ
サ

イ
ズ
」「
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大

会
」
と
恒
例
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
西
会
津
産
米
な

ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
「
み
か
ん

で
Ｇ
Ｏ
!!
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
グ
ル
メ
の
西

会
津
味
噌
ラ
ー
メ
ン
や
ス
イ
ー
ツ

 ホ ホワイトステージ（９日午後３時～）ワイトステージ（９日午後３時～）

▶▶福島ゆかりのアーティ

ストが集合！雪上ステー

ジで熱いライブを繰り広

げます。

▶▶詳細は町ホームページ

でチェック！ ミドリのマルミドリのマル 高橋飛夢高橋飛夢 ケンネル青木ケンネル青木 三星章紘三星章紘

おくりびと青木

渡辺俊美 A.K.A THE ZOOT16渡辺俊美 A.K.A THE ZOOT16

に
加
え
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
町
外
の
お
い
し
い
出
店
も
会
場

に
集
結
し
ま
す
。

　

西
会
津
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

雪
国
ま
つ
り
。
ご
家
族
ご
友
人
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会

　
（
町
役
場
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
45
―
２
２
１
３

冬の夜空を彩る
スウェーデントーチ作り
   日時：午後３時～
   会場：体育館前

雪国ウエディング
   日時：午後５時 50 分～
   会場：多目的広場
　　　　特設ステージ

雪上花火
   日時：午後６時 10 分～
   会場： さゆり公園のどこ

からでも見れます

桐ゲタ飛ばし全国大会
   日時：午後 12 時 15 分～
   会場：多目的広場
   　　　特設ステージ

９９日の見どころ日の見どころ

1010日の見どころ日の見どころ

スノーモービル
ランド西会津

   日時：午前 10 時～
   会場：ふれあい広場

 Let's ジョセササイズ
   日時：午前 11 時 15 分～
   会場：多目的広場
   　　　特設ステージ前

10 日のイベントを
盛り上げます！

おくりびと青木おくりびと青木青木青くくりりおくりびととびびりり

ラ
ー
メ
ン
な
ど

ントをントを
！
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＆

お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

　

昨
冬
は
凍
結
な
ど
に
よ
る
水
道

管
の
破
裂
が
多
発
し
ま
し
た
。

　

厳
寒
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

水
道
管
の
破
裂
や
不
凍
水
抜
栓
の

不
具
合
等
に
よ
る
宅
内
漏
水
で
、

メ
ー
タ
ー
検
針
再
開
時
に
水
道
料

金
が
高
額
な
請
求
に
な
ら
な
い
よ

冬
期
間
の
水
道

使

用

に

注

意

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

２
月
の
放
送
案
内

◆
放
送
予
定

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
業
務
内
容
の
紹
介

◎「
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
〜
う
れ

し
い
効
果
を
自
分
の
も
の
に

〜
」（
火
〜
金
曜
日
の
①
午
前

７
時
25
分
〜
、
②
夕
方
６
時
25

分
〜
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

◆
申
告
に
関
す
る
相
談

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

の
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

喜
多
方
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意

①
暖
房
器
具
の
そ
ば
で
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
（
暖
房
器
具
に
洗
濯

物
が
落
ち
て
引
火
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
）

②
暖
房
器
具
へ
の
給
油
は
火
を
消

し
て
か
ら
行
う
（
火
を
点
け
た

ま
ま
だ
と
灯
油

　

に
引
火
す
る
恐

　

れ
が
あ
り
危
険

　

で
す
）

③
薪
ス
ト
ー
ブ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

う
次
の
点
を
確

認
し
、
水
回
り

の
管
理
・
再
点

検
を
お
願
い
し

ま
す
。

ぜひ
ご覧くだ

さい

は
忘
れ
ず
に
行
う
（
煙
突
内
に

た
ま
っ
た
煤す
す

や
タ
ー
ル
に
引
火

し
て
煙
突
内
が
燃
え
る
危
険
が

あ
り
ま
す
）

◆
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激

な
温
度
変
化
に
よ
る
血
圧
の
急
な

上
昇
や
急
な
下
降
、
脈
拍
数
の
変

動
な
ど
が
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

現
象
を
指
し
ま
す
。

　

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
発
症

　

喜
多
方
税
務

署
に
電
話
し
、

音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
従
っ
て

「
０
番
」
を
選
ん

◆
冬
期
間
の
水
道
使
用
の
注
意
点

①
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
の
電
源
を
入
れ

る
（
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
の
点
検
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
）

②
不
凍
水
抜
栓
の
作
動
確
認
を
行

う
（
雪
に
よ
る
破
損
防
止
の
た

め
、
雪
囲
い
を
し
て
く
だ
さ
い
）

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
保
温
す

る
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
布

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
）

※「
以
前
よ
り
水
圧
が
低
く
な
っ

た
」「
水
が
に
じ
み
出
て
い
る
」

と
い
っ
た
異
常
に
気
付
い
た

ら
、
建
設
水
道
課
、
ま
た
は
町

指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
近
所
の
留
守
宅
や

空
き
家
な
ど
の
漏
水
確
認
に
つ
い

て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
は
大
切
な
資
源
で
す
。
節
水

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

の
頻
度
が
高
く

な
り
、
外
気
温

が
低
く
な
る
冬

場
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

◎
入
浴
時
の
予
防
法

①
脱
衣
所
に
暖
房
器
具
を
備
え
る

な
ど
し
て
、
部
屋
と
浴
室
の
温

度
差
を
な
く
す

②
か
け
湯
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
温
ま

る
よ
う
に
し
、
浴
槽
の
お
湯
の

温
度
は
ぬ
る
め
に
す
る

③
入
浴
前
と
入
浴
後
に
水
分
を

し
っ
か
り
補
給
す
る

④
食
事
の
直
後
や
飲
酒
後
の
入
浴

は
避
け
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
消
防
本
部
消
防
課

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
６
２
１
３

で
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

◎
開
設
期
間

　

２
月
18
日（
月
）
〜
３
月
15
日

（
金
）﹇
土
・
日
曜
日
を
除
く
﹈

◎
相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◎
開
設
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
会
場

　

喜
多
方
税
務
署
２
階

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

※
申
告
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い

「
２
番
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

町の農業発展のために活動

農業委員会委員に岩原稔さん
　町農業委員会では、空席となっていた農業委員会委員に岩原稔さんを任命しま

した。12 月 17 日に行った辞令交付式では、薄友喜町長が「豊富な経験を生かし、

農業行政に力添えをお願いします」と辞令書を手渡し、岩原さんは「先輩農業委

員に指導をいただきながら、微力ではありますが尽くしていきます」と抱負を述

べました。岩原さんの任期は平成 32 年７月 19 日までです。

皆さんの温かい善意に感謝

町内団体が歳末たすけあい募金などを寄付

年末からお正月にかけて役場正面玄関前に設置

町シルバー人材センターが門松寄贈町シルバー人材センターが門松寄贈

　12 月 25 日、睦会が野沢祭礼の神
みこ し

輿運行で受けたご祝儀の

一部を町社会福祉協議会に寄付しました（写真左上）。

　また、町仏教会は、托鉢で受けた金銭の一部を歳末たすけ

あい募金として寄付し（同右上）、歳末助け合いチャリティー

ショー実行委員会は、12 月 16 日に開催したチャリティー

ショーの益金の一部を寄付しました（同左下）。

　さらに、町老人クラブ連合会は、会員から募った歳末たすけ

あい募金を寄付しました（同右下）。

　12月 28 日、町シルバー人材センターの上野進理事長（写真右）と小柴正意副

理事長（同左）が町役場を訪れ、新春を彩る華やかな門松一対と町長室用の小門

松を町に寄贈しました。門松は年末からお正月にかけて町役場正面玄関に飾られ

ました。この寄贈は、町シルバー人材センターの厚意により毎年行われています。

鈴木  陽
はる

翔
と

くん

（上野尻）
五十嵐  陽

ひ

織
おり

ちゃん

（西林）
丸山  海

るい

くん

（西原）
二瓶  遥

はる

真
ま

ちゃん

（９町内１）
中田  翼

つば

稀
き

くん

（７町内）
髙松  光

ひか

莉
り

ちゃん

（１町内）

すごいな！むし歯のない子（11月22日に３歳児７人を対象に健康診査を実施）
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